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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部から供給されるｋ（ｋは自然数）ビットの第１データを二進数の加重値を持つよう
に変更してｐ（ｐは自然数）ビットの第２データを生成する少なくとも一つのデコーダと
、
　前記第１データ及び第２データを保存するラッチ部と、
　複数の階調電圧を生成するガンマ電圧部と、
　前記第１データを利用して前記階調電圧の中からいずれか一つの電圧を選択してデータ
信号として出力する少なくとも一つのデジタル－アナログ変換器と、
　水平期間の第１期間の間画素から所定の電流の供給を受けて補償電圧を出力する少なく
とも一つの電流シンク器と、
　前記第２データに応じて前記電流シンク器からの前記補償電圧を利用して前記データ信
号の電圧値を増減する少なくとも一つの電圧制御器と、
　前記水平期間中前記第１期間を除いた第２期間の間前記電圧値が制御された前記データ
信号を前記画素に供給する少なくとも一つのスイッチ手段と、
　前記デジタル－アナログ変換器と前記スイッチ手段の間に設置されて前記第１期間の中
で一部期間の間ターンオンされて前記データ信号を前記スイッチ手段に伝達する第１トラ
ンジスターと、
　前記第１トランジスターと前記スイッチ手段の間に接続される第１バッファーと、を備
え、
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　前記ガンマ電圧部は、
　基準電源と第１電源の電圧値を分圧して前記階調電圧を生成する複数の分圧抵抗と、
　前記第１電源からの電圧を前記電圧制御器に供給する第２バッファーと、を備え、
　前記電圧制御器は、
　前記第１トランジスターと前記第１バッファーの間のラインに一側端子が接続されるｐ
個のキャパシタと、
　前記キャパシタそれぞれの他側端子と前記第２バッファーの間に接続される第２トラン
ジスターと、
　前記キャパシタそれぞれの他側端子と前記電流シンク器の間に接続されて前記第２トラ
ンジスターと違う導電型に設定される第３トランジスターと、
　前記第２トランジスターのそれぞれのゲート電極と所定電圧源の間に接続されて前記第
３トランジスターと同じ導電型に設定される第４トランジスターと、
　前記第２データを前記第２トランジスター及び前記第３トランジスターのそれぞれのゲ
ート電極に供給して前記第２トランジスターと同じ導電型に設定される第５トランジスタ
ーと、
　を備えることを特徴とするデータ駆動回路。
【請求項２】
　前記第４トランジスターは、
　前記第２トランジスターがターンオンされるように前記第１期間の間ターンオンされて
前記所定電圧源の電圧を前記第２トランジスターのゲート電極に供給することを特徴とす
る請求項１に記載のデータ駆動回路。
【請求項３】
　前記所定電圧源は、
　基底電圧源に設定されることを特徴とする請求項２に記載のデータ駆動回路。
【請求項４】
　前記第１期間の間前記第２トランジスターがターンオンされて前記キャパシタの他側端
子が前記第１電源の電圧に設定されることを特徴とする請求項２に記載のデータ駆動回路
。
【請求項５】
　前記第５トランジスターは、
　前記第２データのビット数に対応してｐ個設置され、前記第５トランジスターそれぞれ
は第２データの互いに違うビットを前記第２トランジスター及び前記第３トランジスター
のそれぞれのゲート電極に供給することを特徴とする請求項１に記載のデータ駆動回路。
【請求項６】
　前記第３トランジスターの中「１」のビットの供給を受ける第３トランジスターがター
ンオンされて前記補償電圧を前記キャパシタの他側端子に供給することを特徴とする請求
項５に記載のデータ駆動回路。
【請求項７】
　前記キャパシタの容量は、
　２0、２1、２2、２3、２4．．．のように二進数加重値形態に設定されることを特徴と
する請求項１に記載のデータ駆動回路。
【請求項８】
　前記電流シンク器は、
　前記所定の電流の供給を受ける電流源と、
　前記画素と接続されたデータ線と前記電圧制御器の間に設置されて前記第１期間の間タ
ーンオンされる第６トランジスターと、
　前記データ線と前記電流源の間に設置されて前記第１期間の間ターンオンされる第７ト
ランジスターと、
　前記補償電圧を充電するキャパシタと、
　前記第６トランジスターと前記電圧制御器の間に設置されて前記補償電圧を前記電圧制



(3) JP 4890917 B2 2012.3.7

10

20

30

40

50

御器に伝達する第３バッファーと、を備えることを特徴とする請求項１に記載のデータ駆
動回路。
【請求項９】
　前記所定の電流の電流値は、
　前記画素が最大輝度に発光される時流れる電流と同じに設定されることを特徴とする請
求項８に記載のデータ駆動回路。
【請求項１０】
　前記スイッチ手段は、
　前記第２期間の間ターンオンされる少なくとも一つのトランジスターを備えることを特
徴とする請求項１に記載のデータ駆動回路。
【請求項１１】
　前記スイッチ手段は、
　２個のトランジスターを具備して前記２個のトランジスターはトランスミッションゲー
ト形態に接続されることを特徴とする請求項１０に記載のデータ駆動回路。
【請求項１２】
　順次サンプリング信号を生成して、生成したサンプリング信号を前記ラッチ部に供給す
る少なくとも一つのシフトレジスターを含むシフトレジスター部をさらに備えることを特
徴とする請求項１に記載のデータ駆動回路。
【請求項１３】
　前記ラッチ部は、
　前記サンプリング信号に応答して前記第１データ及び第２データをラッチする少なくと
も一つのサンプリングラッチを含むサンプリングラッチ部と、
　前記サンプリングラッチ部に保存された第１データ及び第２データの供給を受けて保存
し、かつ、自分が保存している第１データを前記デジタル－アナログ変換器に供給すると
共に自分が保存している第２データを電圧制御器に供給する少なくとも一つのホルディン
グラッチを含むホルディングラッチ部を備えることを特徴とする請求項１２に記載のデー
タ駆動回路。
【請求項１４】
　前記サンプリングラッチ及びホルディングラッチそれぞれは、
　ｋ＋ｐビットの大きさに設定されることを特徴とする請求項１３に記載のデータ駆動回
路。
【請求項１５】
　前記ホルディングラッチに保存された前記第１データ及び第２データの電圧レベルを上
昇させて前記デジタル－アナログ変換器及び前記電圧制御器に供給するレベルシフターを
さらに備えることを特徴とする請求項１３に記載のデータ駆動回路。
【請求項１６】
　走査線、データ線及び発光制御線と接続されるように位置される複数の画素を含む画素
部と、
　前記走査線に走査信号を順次供給し、前記発光制御線に発光制御信号を順次供給する走
査駆動部と、
　前記データ線にデータ信号を供給する少なくとも一つのデータ駆動回路を持つデータ駆
動部を具備し、
　前記データ駆動回路は、
　外部から供給されるｋ（ｋは自然数）ビットの第１データを二進数の加重値を持つよう
に変更してｐ（ｐは自然数）ビットの第２データを生成する少なくとも一つのデコーダと
、
　前記第１データ及び第２データを保存するラッチ部と、
　複数の階調電圧を生成するガンマ電圧部と、
　前記第１データを利用して前記複数の階調電圧の中からいずれか一つの電圧を選択して
前記データ信号として出力する少なくとも一つのデジタル－アナログ変換器と、



(4) JP 4890917 B2 2012.3.7

10

20

30

40

50

　水平期間の第１期間の間前記画素から所定の電流の供給を受けて補償電圧を出力する少
なくとも一つの電流シンク器と、
　前記第２データに応じて前記電流シンク器からの前記補償電圧を利用して前記データ信
号の電圧値を増減する少なくとも一つの電圧制御器と、
　前記水平期間中前記第１期間を除いた第２期間の間前記電圧値が制御された前記データ
信号を前記画素に供給する少なくとも一つのスイッチ手段と、
　前記デジタル－アナログ変換器と前記スイッチ手段の間に設置されて前記第１期間中一
部期間の間ターンオンされて前記データ信号を前記スイッチ手段に伝達する第１トランジ
スターと、
　前記第１トランジスターと前記スイッチ手段の間に接続される第１バッファーと、を備
え、
　前記ガンマ電圧部は、
　基準電源と第１電源の電圧値を分圧して前記階調電圧を生成する複数の分圧抵抗と、
　前記第１電源を前記電圧制御器に供給する第２バッファーと、を備え、
　前記電圧制御器は、
　前記第１トランジスターと前記第１バッファーの間のラインに一側端子が接続されるｐ
個のキャパシタと、
　前記キャパシタそれぞれの他側端子と前記第２バッファーの間に接続される第２トラン
ジスターと、
　前記キャパシタそれぞれの他側端子と前記電流シンク器の間に接続されて前記第２トラ
ンジスターと違う導電型に設定される第３トランジスターと、
　前記第２トランジスターのそれぞれのゲート電極と所定電圧源の間に接続されて前記第
３トランジスターと同じ導電型に設定される第４トランジスターと、
　前記第２データを前記第２トランジスター及び前記第３トランジスターのそれぞれのゲ
ート電極に供給して前記第２トランジスターと同じ導電型に設定される第５トランジスタ
ーと、
　を備えることを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項１７】
　前記第４トランジスターは、
　前記第２トランジスターがターンオンされるように前記第１期間の間ターンオンされて
前記所定電圧源の電圧を前記第２トランジスターのゲート電極に供給することを特徴とす
る請求項１６に記載の有機発光表示装置。
【請求項１８】
　前記第１期間の間前記第２トランジスターがターンオンされて前記キャパシタの他側端
子が前記第１電源の電圧に設定されることを特徴とする請求項１７に記載の有機発光表示
装置。
【請求項１９】
　前記第５トランジスターは、
　前記第２データのビット数に対応してｐ個設置され、前記第５トランジスターそれぞれ
は第２データの互いに違うビットを前記第２トランジスター及び前記第３トランジスター
のそれぞれのゲート電極に供給することを特徴とする請求項１６に記載の有機発光表示装
置。
【請求項２０】
　前記第３トランジスターの中「１」のビットの供給を受ける第３トランジスターがター
ンオンされて前記補償電圧を前記キャパシタの他側端子に供給することを特徴とする請求
項１６に記載の有機発光表示装置。
【請求項２１】
　前記キャパシタの容量は、
　２0、２1、２2、２3、２4．．．のように二進数加重値形態に設定されることを特徴と
する請求項１６に記載の有機発光表示装置。
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【請求項２２】
　順次サンプリング信号を生成して、前記生成したサンプリング信号を前記ラッチ部に供
給する少なくとも一つのシフトレジスターを含むシフトレジスター部をさらに備えること
を特徴とする請求項１６に記載の有機発光表示装置。
【請求項２３】
　前記ラッチ部は、
　前記サンプリング信号に応答して前記第１データ及び第２データの供給を受ける少なく
とも一つのサンプリングラッチを含むサンプリングラッチ部と、
　前記サンプリングラッチ部に保存された第１データ及び第２データの供給を受け保存し
、かつ、自分が保存している第１データを前記デジタル－アナログ変換器に供給すると共
に自分が保存している第２データを電圧制御器に供給する少なくとも一つのホルディング
ラッチを含むホルディングラッチ部を備えることを特徴とする請求項２２に記載の有機発
光表示装置。
【請求項２４】
　前記サンプリングラッチ及びホルディングラッチそれぞれは、
　ｋ＋ｐビットの大きさに設定されることを特徴とする請求項２３に記載の有機発光表示
装置。
【請求項２５】
　前記画素それぞれは、
　第２電源と、
　前記第２電源から電流の供給を受ける有機発光ダイオードと、
　前記第２電源にその一側端子が接続される第１キャパシタと、
　前記第１キャパシタの他側端子とその一側端子が接続される第２キャパシタと、
　第１電極が前記データ線に接続され、第２電極が前記第１キャパシタの他側端子及び前
記第２キャパシタの一側端子に接続され、ゲート電極が現在走査線に接続されて、前記現
在走査線の走査信号が供給される時ターンオンされる第８トランジスターと、
　第１電極が前記データ線に接続され、ゲート電極が前記現在走査線に接続されて、前記
現在走査線の走査信号が供給される時ターンオンされる第９トランジスターと、
　前記第８トランジスターの前記第２電極と基準電源の間に接続されて以前走査線の走査
信号がゲート電極に供給される時ターンオンされる第１０トランジスターと、
　前記第２電源と前記有機発光ダイオードの間で、第１電極が前記第２電源に接続され、
第２電極が前記第９トランジスターの第２電極に接続され、ゲート電極が前記第２キャパ
シタの他側端子に接続されて、前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御する第
１１トランジスターと、
　前記第１１トランジスターのゲート電極と前記第１１トランジスターの第２電極の間に
位置し、第１電極が前記第１１トランジスターのゲート電極及び第２キャパシタの他側端
子に接続されて前記以前走査線の走査信号がゲート電極に供給される時ターンオンされて
前記第１１トランジスターをダイオード形態で接続させる第１２トランジスターと、
　前記第１１トランジスターの第２電極と前記有機発光ダイオードの間に位置し、第１電
極が前記第１１トランジスターの第２電極及び前記第９トランジスターの第２電極に接続
されて、前記発光制御信号がゲート電極に供給される時ターンオフされて、それ以外の期
間の間ターンオンされる第１３トランジスターと、
　を備えることを特徴とする請求項１６に記載の有機発光表示装置。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はデータ駆動回路とこれを利用した有機発光表示装置に関し、より詳細には、均
一な輝度の映像を表示できるようにしたデータ駆動回路とこれを利用した発光表示装置に
関する。
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【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重さと嵩を減らす
ことができる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置では液晶表示装置（Ｌｉ
ｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉ
ｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　
Ｐａｎｅｌ）及び発光表示装置（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）など
がある。
【０００３】
　平板表示装置の中で発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生する発光素
子を利用して映像を表示する。このような発光表示装置は、早い応答速度を持つと同時に
低い消費電力で駆動されるという長所がある。
【０００４】
　図１は従来の発光表示装置を表す図面である。
【０００５】
　図１を参照すれば、従来の発光表示装置は走査線Ｓ１ないしＳｎ及びデータ線Ｄ１ない
しＤｍに接続された複数の画素４０を含む画素部３０と、走査線Ｓ１ないしＳｎを駆動す
る走査駆動部１０と、データ線Ｄ１ないしＤｍを駆動するデータ駆動部２０と、走査駆動
部１０及びデータ駆動部２０を制御するタイミング制御部５０を備える。
【０００６】
　タイミング制御部５０は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信号
ＤＣＳ及び走査駆動制御信号ＳＣＳを生成する。タイミング制御部５０から生成されたデ
ータ駆動制御信号ＤＣＳはデータ駆動部２０に供給され、走査駆動制御信号ＳＣＳは走査
駆動部１０に供給される。そして、タイミング制御部５０は外部から供給されるデータを
データ駆動部２０に供給する。
【０００７】
　走査駆動部１０は、タイミング制御部５０から走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受ける
。走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受けた走査駆動部１０は走査信号を生成し、生成され
た走査信号を走査線Ｓ１ないしＳｎに順次供給する。
【０００８】
　データ駆動部２０は、タイミング制御部５０からデータ駆動制御信号ＤＣＳの供給を受
ける。データ駆動制御信号ＤＣＳの供給を受けたデータ駆動部２０は、データ信号を生成
し、生成されたデータ信号を走査信号と同期されるようにデータ線Ｄ１ないしＤｍに供給
する。
【０００９】
　画素部３０は、外部から第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受けてそ
れぞれの画素４０に供給する。第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受け
た画素４０それぞれは、データ信号に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから発光素子を経由し
て第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流を制御することでデータ信号に対応される光を生成す
る。
【００１０】
　すなわち、従来の発光表示装置で画素４０それぞれは、データ信号に対応されて所定輝
度の光を生成する。しかし、従来には画素４０それぞれに含まれるトランジスターの閾値
電圧のバラつき及び電子移動度（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｍｏｂｉｌｉｔｙ）の偏差によって
所望の輝度の映像を表示することができないという問題点がある。
【００１１】
　実際に、画素４０それぞれに含まれるトランジスターの閾値電圧は、画素４０に含まれ
る画素回路の構造を制御することで、ある程度補償することができるが、電子移動度の偏
差は補償されるない。したがって、電子移動度の偏差と無関係に均一な画像を表示するこ
とができる発光表示装置が要求されている。
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【００１２】
　このような従来のデータ駆動回路とこれを利用した発光表示装置に関する技術を記載し
た文献としては、例えば、下記特許文献１等がある。
【特許文献１】特開２００３－１８６４５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　したがって、本発明の目的は均一な輝度の映像を表示するようにしたデータ駆動回路と
これを利用した有機発光表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　前記目的を達成するための本発明は、外部から供給されるｋ（ｋは自然数）ビットの第
１データを二進数の加重値を持つように変更してｐ（ｐは自然数）ビットの第２データを
生成する少なくとも一つのデコーダと、前記第１データ及び第２データを保存するラッチ
部と、複数の階調電圧を生成するガンマ電圧部と、前記第１データを利用して前記階調電
圧の中からいずれか一つの電圧を選択してデータ信号として出力する少なくとも一つのデ
ジタル－アナログ変換器と、水平期間の第１期間の間画素から所定の電流の供給を受けて
補償電圧を出力する少なくとも一つの電流シンク器と、前記第２データに応じて前記電流
シンク器からの前記補償電圧の電圧値を加減して、当該加減した補償電圧の電圧値により
前記データ信号の電圧値を増減する少なくとも一つの電圧制御器と、前記水平期間中前記
第１期間を除いた第２期間の間前記電圧値が制御された前記データ信号を前記画素に供給
する少なくとも一つのスイッチ手段と、前記デジタル－アナログ変換器と前記スイッチ手
段の間に設置されて前記第１期間の中で一部期間の間ターンオンされて前記データ信号を
前記スイッチ手段に伝達する第１トランジスターと、前記第１トランジスターと前記スイ
ッチ手段の間に接続される第１バッファーと、を備え、前記ガンマ電圧部は、基準電源と
第１電源の電圧値を分圧して前記階調電圧を生成する複数の分圧抵抗と、前記第１電源か
らの電圧を前記電圧制御器に供給する第２バッファーと、を備え、前記電圧制御器は、前
記第１トランジスターと前記第１バッファーの間のラインに一側端子が接続されるｐ個の
キャパシタと、前記キャパシタそれぞれの他側端子と前記第２バッファーの間に接続され
る第２トランジスターと、前記キャパシタそれぞれの他側端子と前記電流シンク器の間に
接続されて前記第２トランジスターと違う導電型に設定される第３トランジスターと、前
記第２トランジスターのそれぞれのゲート電極と所定電圧源の間に接続されて前記第３ト
ランジスターと同じ導電型に設定される第４トランジスターと、前記第２データを前記第
２トランジスター及び前記第３トランジスターのそれぞれのゲート電極に供給して前記第
２トランジスターと同じ導電型に設定される第５トランジスターと、を備えることを特徴
とするデータ駆動回路である。
【００１６】
　前記デコーダは前記第１データを二進数の加重値（Ｂｉｎａｒｙ　Ｗｅｉｇｈｔｅｄ）
を持つように変更して前記第２データを生成する。前記ガンマ電圧部は基準電源と第１電
源の電圧値を分圧して前記階調電圧を生成する複数の分圧抵抗と、前記第１電源を前記電
圧制御器に供給する第２バッファーと、を備える。
【００１８】
　また、前記目的を達成するための本発明は、走査線、データ線及び発光制御線と接続さ
れるように位置される複数の画素を含む画素部と、前記走査線に走査信号を順次供給し、
前記発光制御線に発光制御信号を順次供給する走査駆動部と、前記データ線にデータ信号
を供給する少なくとも一つのデータ駆動回路を持つデータ駆動部を具備し、前記データ駆
動回路は、外部から供給されるｋ（ｋは自然数）ビットの第１データを二進数の加重値を
持つように変更してｐ（ｐは自然数）ビットの第２データを生成する少なくとも一つのデ
コーダと、前記第１データ及び第２データを保存するラッチ部と、複数の階調電圧を生成
するガンマ電圧部と、前記第１データを利用して前記複数の階調電圧の中からいずれか一
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つの電圧を選択して前記データ信号として出力する少なくとも一つのデジタル－アナログ
変換器と、水平期間の第１期間の間前記画素から所定の電流の供給を受けて補償電圧を出
力する少なくとも一つの電流シンク器と、前記第２データに応じて前記電流シンク器から
の前記補償電圧を利用して前記データ信号の電圧値を増減する少なくとも一つの電圧制御
器と、前記水平期間中前記第１期間を除いた第２期間の間前記電圧値が制御された前記デ
ータ信号を前記画素に供給する少なくとも一つのスイッチ手段と、前記デジタル－アナロ
グ変換器と前記スイッチ手段の間に設置されて前記第１期間中一部期間の間ターンオンさ
れて前記データ信号を前記スイッチ手段に伝達する第１トランジスターと、前記第１トラ
ンジスターと前記スイッチ手段の間に接続される第１バッファーと、を備え、前記ガンマ
電圧部は、基準電源と第１電源の電圧値を分圧して前記階調電圧を生成する複数の分圧抵
抗と、前記第１電源を前記電圧制御器に供給する第２バッファーと、を備え、前記電圧制
御器は、前記第１トランジスターと前記第１バッファーの間のラインに一側端子が接続さ
れるｐ個のキャパシタと、前記キャパシタそれぞれの他側端子と前記第２バッファーの間
に接続される第２トランジスターと、前記キャパシタそれぞれの他側端子と前記電流シン
ク器の間に接続されて前記第２トランジスターと違う導電型に設定される第３トランジス
ターと、前記第２トランジスターのそれぞれのゲート電極と所定電圧源の間に接続されて
前記第３トランジスターと同じ導電型に設定される第４トランジスターと、前記第２デー
タを前記第２トランジスター及び前記第３トランジスターのそれぞれのゲート電極に供給
して前記第２トランジスターと同じ導電型に設定される第５トランジスターと、を備える
ことを特徴とする有機発光表示装置。
【発明の効果】
【００２１】
　上述したように、本発明によるデータ駆動回路とこれを利用した有機発光表示装置によ
れば、画素から電流をシンクする時発生される補償電圧を利用してデータ信号の電圧値を
再設定するので、トランジスターの移動度と無関係に均一な画像を表示することができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の望ましい実施形態を添付された図２乃至図１２を参照して詳しく説明す
る。
【００２３】
　図２は、本発明の実施形態による有機発光表示装置を表す図面である。
【００２４】
　図２を参照すれば、本発明の実施形態による発光表示装置は、走査線Ｓ１乃至Ｓｎ、発
光制御線Ｅ１乃至Ｅｎ、及びデータ線Ｄ１乃至Ｄｍに接続される複数の画素１４０を含む
画素部１３０と、走査線Ｓ１乃至Ｓｎ及び発光制御線Ｅ１乃至Ｅｎを駆動する走査駆動部
１１０と、データ線Ｄ１乃至Ｄｍを駆動するデータ駆動部１２０と、走査駆動部１１０及
びデータ駆動部１２０を制御するタイミング制御部１５０を備える。
【００２５】
　画素部１３０は、走査線Ｓ１乃至Ｓｎ、発光制御線Ｅ１乃至Ｅｎ、及びデータ線Ｄ１乃
至Ｄｍによって区画された領域に形成される画素１４０を備える。画素１４０は外部から
第１電源ＥＬＶＤＤ、第２電源ＥＬＶＳＳ、及び基準電源Ｖｒｅｆから電力の供給を受け
る。基準電源Ｖｒｅｆからの電力供給を受けた画素１４０それぞれは基準電源Ｖｒｅｆと
第１電源ＥＬＶＤＤの電圧差の値を利用して第１電源ＥＬＶＤＤの電圧降下を補償する。
【００２６】
　そして、画素１４０それぞれは、データ信号に対応して第１電源ＥＬＶＤＤからの電流
を発光素子（図示せず）を経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流すことになる。このために、
画素１４０それぞれは図３または図５のように構成することができる。したがって、本実
施形態では第２電源ＥＬＶＳＳは実質的にアースである。なお、図３または図５に図示さ
れた画素１４０の詳細な構造は後述する。
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【００２７】
　タイミング制御部１５０は外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信号
ＤＣＳ及び走査駆動制御信号ＳＣＳを生成する。タイミング制御部１５０から生成された
データ駆動制御信号ＤＣＳはデータ駆動部１２０に供給され、走査駆動制御信号ＳＣＳは
走査駆動部１１０に供給される。そして、タイミング制御部１５０は外部から供給される
データをデータ駆動部１２０に供給する。
【００２８】
　走査駆動部１１０は走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受ける。走査駆動制御信号ＳＣＳ
の供給を受けた走査駆動部１１０は、走査線Ｓ１乃至Ｓｎに走査信号を順次供給する。そ
して、走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受けた走査駆動部１１０は発光制御線Ｅ１乃至Ｅ
ｎに発光制御信号を順次供給する。ここで、発光制御信号は２個の走査信号と重畳される
ように供給される。このために、発光制御信号の幅は走査信号の幅と同じかまたは広く設
定される。
【００２９】
　データ駆動部１２０はタイミング制御部１５０からデータ駆動制御信号ＤＣＳの供給を
受ける。データ駆動制御信号ＤＣＳの供給を受けたデータ駆動部１２０はデータ信号を生
成し、生成されたデータ信号をデータ線Ｄ１乃至Ｄｍに供給する。ここで、データ駆動部
１２０は１水平期間１Ｈ中第１期間の間データ線Ｄ１乃至Ｄｍに所定の電流を供給し、１
水平期間１Ｈ中第１期間を除いた第２期間の間データ線Ｄ１乃至Ｄｍに所定の電圧を供給
する。このために、データ駆動部１２０は少なくとも一つのデータ駆動回路２００を備え
る。以後、説明の便宜性のために第２期間の間データ線Ｄ１乃至Ｄｍに供給される電圧を
データ信号と言う。
【００３０】
　図３は図２に図示された画素の一例を表す図面である。図３では説明の便宜性のために
第ｍデータ線Ｄｍ、第ｎ－１及び第ｎ走査線Ｓｎ－１、Ｓｎ及び第ｎ発光制御線Ｅｎに接
続された画素を図示する。
【００３１】
　図３を参照すれば、本発明の画素１４０は有機発光素子ＯＬＥＤ、有機発光素子ＯＬＥ
Ｄに電流を供給する画素回路１４２を備える。
【００３２】
　有機発光素子ＯＬＥＤは画素回路１４２から供給される電流に対応して所定色の光を生
成する。
【００３３】
　画素回路１４２は第ｎ－１走査線Ｓｎ－１（以前走査線）に走査信号が供給される時第
１電源ＥＬＶＤＤの電圧降下と第４トランジスターＭ４の閾値電圧を補償し、第ｎ走査線
Ｓｎ（現在走査線）に走査信号が供給される時データ信号に対応される電圧を充電する。
このために、画素回路１４２は第１乃至第６トランジスターＭ１乃至Ｍ６と、第１キャパ
シタＣ１及び第２キャパシタＣ２を備える。
【００３４】
　第１トランジスターＭ１の第１電極はデータ線Ｄｍに接続されて、第２電極は第１ノー
ドＮ１に接続される。そして、第１トランジスターＭ１のゲート電極は第ｎ走査線Ｓｎに
接続される。このような第１トランジスターＭ１は第ｎ走査線Ｓｎに走査信号が供給され
る時ターンオンされてデータ線Ｄｍと第１ノードＮ１を電気的に接続させる。
【００３５】
　第２トランジスターＭ２の第１電極はデータ線Ｄｍに接続されて、第２電極は第４トラ
ンジスターＭ４の第２電極に接続される。そして、第２トランジスターＭ２のゲート電極
は第ｎ走査線Ｓｎに接続される。このような第２トランジスターＭ２は第ｎ走査線Ｓｎに
走査信号が供給される時ターンオンされてデータ線Ｄｍと第４トランジスターＭ４の第２
電極を電気的に接続させる。
【００３６】
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　第３トランジスターＭ３の第１電極は基準電源Ｖｒｅｆに接続されて、第２電極は第１
ノードＮ１に接続される。そして、第３トランジスターＭ３のゲート電極は第ｎ－１走査
線Ｓｎ－１に接続される。このような第３トランジスターＭ３は第ｎ－１走査線Ｓｎ－１
に走査信号が供給される時ターンオンされて基準電源Ｖｒｅｆと第１ノードＮ１を電気的
に接続させる。
【００３７】
　第４トランジスターＭ４の第１電極は第１電源ＥＬＶＤＤに接続されて、第２電極は第
６トランジスターＭ６の第１電極に接続される。そして、第４トランジスターＭ４のゲー
ト電極は第２ノードＮ２に接続される。このような第４トランジスターＭ４は第２ノード
Ｎ２に印加される電圧、すなわち、第１キャパシタＣ１及び第２キャパシタＣ２に充電さ
れた電圧に対応される電流を第６トランジスターＭ６の第１電極に供給する。
【００３８】
　第５トランジスターＭ５の第２電極は第２ノードＮ２に接続されて、第１電極は第４ト
ランジスターＭ４の第２電極に接続される。そして、第５トランジスターＭ５のゲート電
極は第ｎ－１走査線Ｓｎ－１に接続される。このような第５トランジスターＭ５は第ｎ－
１走査線Ｓｎ－１に走査信号が供給される時ターンオンされて第４トランジスターＭ４を
ダイオード形態で接続させる。
【００３９】
　第６トランジスターＭ６の第１電極は第４トランジスターＭ４の第２電極に接続されて
、第２電極は発光素子ＯＬＥＤのアノード電極に接続される。そして、第６トランジスタ
ーＭ６のゲート電極は第ｎ発光制御線Ｅｎに接続される。このような第６トランジスター
Ｍ６は第ｎ発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給される時ターンオフされて、発光制御信
号が供給されない時ターンオンされる。
【００４０】
　ここで、第ｎ発光制御線Ｅｎに供給される発光制御信号は第ｎ－１走査線Ｓｎ－１及び
第ｎ走査線Ｓｎに供給される走査信号と重畳されるように供給される。したがって、第６
トランジスターＭ６は第ｎ－１走査線Ｓｎ－１及び第ｎ走査線Ｓｎに走査信号が供給され
て第１キャパシタＣ１及び第２キャパシタＣ２に所定の電圧が充電される時ターンオフさ
れて、それ以外の場合にターンオンされて第４トランジスターＭ４と発光素子ＯＬＥＤを
電気的に接続させる。
【００４１】
　一方、図３では説明の便宜性のためにトランジスターＭ１乃至Ｍ６をＰＭＯＳタイプに
図示したが、本発明はこれに限定されない。
【００４２】
　そして、図３に図示された画素で基準電源Ｖｒｅｆは、発光素子ＯＬＥＤに電流を供給
しない。すなわち、基準電源Ｖｒｅｆは画素１４０に電流を供給しないため、電圧降下が
発生されず、これによって画素１４０の位置と無関係に同じ電圧値を維持することができ
る。ここで、基準電源Ｖｒｅｆの電圧値は第１電源ＥＬＶＤＤと同じく設定されるか、ま
たは違うように設定することができる。
【００４３】
　図４は、図３に図示された画素の駆動方法を表す波形図である。図４において、１水平
期間１Ｈは第１期間及び第２期間に分けて駆動される。第１期間の間データ線Ｄ１乃至Ｄ
ｍには所定の電流（ＰＣ：Ｐｒｅｄｅｔｅｒｍｉｎｅｄ　Ｃｕｒｒｅｎｔが流れ、第２期
間の間データ信号ＤＳが供給される。
【００４４】
　実際に、第１期間の間には画素１４０からデータ駆動回路２００に所定の電流ＰＣが供
給される（Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｓｉｎｋ）。そして、第２期間の間にはデータ駆動回路２０
０から画素１４０にデータ信号ＤＳが供給される。
【００４５】
　図３及び図４を結付して動作過程を詳しく説明すれば、まず、第ｎ－１走査線Ｓｎ－１
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に走査信号が供給される。第ｎ－１走査線Ｓｎ－１に走査信号が供給されれば第３トラン
ジスターＭ３及び第５トランジスターＭ５がターンオンされる。
【００４６】
　第５トランジスターＭ５がターンオンされれば第４トランジスターＭ４がダイオード形
態に接続される。第４トランジスターＭ４がダイオード形態に接続されれば第２ノードＮ
２には第１電源ＥＬＶＤＤから第４トランジスターＭ４の閾値電圧を差し引いた電圧値が
印加される。
【００４７】
　そして、第３トランジスターＭ３がターンオンされれば基準電源Ｖｒｅｆの電圧が第１
ノードＮ１に印加される。この時、第２キャパシタＣ２は第１ノードＮ１と第２ノードＮ
２の差に対応される電圧を充電する。この場合、基準電源Ｖｒｅｆと第１電源ＥＬＶＤＤ
の電圧値が同じだと仮定すれば第２キャパシタＣ２には第４トランジスターＭ４の閾値電
圧に対応される電圧が充電される。そして、第１電源ＥＬＶＤＤで所定の電圧降下が発生
されれば第２キャパシタＣ２には第４トランジスターＭ４の閾値電圧及び第１電源ＥＬＶ
ＤＤの電圧降下電圧が充電される。
【００４８】
　すなわち、本発明では第ｎ－１走査線Ｓｎ－１に走査信号が供給される期間の間第１電
源ＥＬＶＤＤの電圧降下電圧及び第４トランジスターＭ４の閾値電圧が第２キャパシタＣ
２に充電されて、これによって第１電源ＥＬＶＤＤの電圧降下を補償することができる。
【００４９】
　第２キャパシタＣ２に所定の電圧が充電された後、第ｎ走査線Ｓｎに走査信号が供給さ
れる。第ｎ走査線Ｓｎに走査信号が供給されれば第１トランジスターＭ１及び第２トラン
ジスターＭ２がターンオンされる。第２トランジスターＭ２がターンオンされれば１水平
期間の第１期間の間所定の電流ＰＣが画素１４０からデータ線Ｄｍを経由してデータ駆動
回路２００に供給される。
【００５０】
　実際に、所定の電流ＰＣは第１電源ＥＬＶＤＤ、第４トランジスターＭ４、第２トラン
ジスターＭ２及びデータ線Ｄｍを経由してデータ駆動回路２００に供給される。
【００５１】
　データ駆動回路２００は、所定の電流ＰＣがシンクされる時発生される所定の電圧値（
以後「補償電圧」という）を利用してデータ信号ＤＳの電圧を再設定し、再設定されたデ
ータ信号ＤＳの電圧を水平期間の第２期間の間第１トランジスターＭ１を経由して第１ノ
ードＮ１に供給する。すると、第１キャパシタＣ１にはデータ信号ＤＳと第１電源ＥＬＶ
ＤＤの差値に対応する電圧が充電される。この時、第２ノードＮ２はフローティング状態
に設定されるから第２キャパシタＣ２は以前に充電された電圧を維持する。
【００５２】
　すなわち、本発明では以前走査線に走査信号が供給される期間の間第２キャパシタＣ２
に第４トランジスターＭ４の閾値電圧及び第１電源ＥＬＶＤＤの電圧降下に対応する電圧
を充電することで、第１電源ＥＬＶＤＤの電圧降下及び第４トランジスターＭ４の閾値電
圧を補償することができる。
【００５３】
　そして、本発明では現在走査線に走査信号が供給される期間の間画素１４０に含まれた
トランジスターの移動度などが補償されるようにデータ信号ＤＳの電圧値を再設定し、電
圧値が再設定されたデータ信号ＤＳを画素１４０に供給する。したがって、本発明ではト
ランジスターの閾値電圧、移動度などのバラつきを補償して均一な画像を表示することが
できる。
【００５４】
　図５は、図２に図示された画素の他の例を表す図面である。図５は第１キャパシタＣ１
が第２ノードＮ２と第１電源ＥＬＶＤＤの間に設置されることを除き、図３と同じ構成で
設定される。
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【００５５】
　図４及び図５を参照して動作過程を詳しく説明すれば、まず、第ｎ－１走査線Ｓｎ－１
に走査信号が供給される。第ｎ－１走査線Ｓｎ－１に走査信号が供給されれば第３トラン
ジスターＭ３及び第５トランジスタＭ５がターンオンされる。第５トランジスターＭ５が
ターンオンされれば第４トランジスターＭ４がダイオード形態に接続される。第４トラン
ジスターＭ４がダイオード形態に接続されれば第２ノードＮ２には第１電源ＥＬＶＤＤか
ら第４トランジスターＭ４の閾値電圧を差し引いた電圧値が印加される。したがって、第
１キャパシタＣ１には第４トランジスターＭ４の閾値電圧に対応される電圧が充電される
。
【００５６】
　そして、第３トランジスターＭ３がターンオンされれば基準電源Ｖｒｅｆの電圧が第１
ノードＮ１に印加される。すると、第２キャパシタＣ２は第１ノードＮ１と第２ノードＮ
２の差に対応される電圧が充電される。ここで、第ｎ－１走査線Ｓｎ－１に走査信号が供
給される期間の間第１トランジスターＭ１及び第２トランジスターＭ２がターンオフされ
るからデータ信号ＤＳは画素１４０に供給されない。
【００５７】
　以後、第ｎ走査線Ｓｎに走査信号が供給されて第１トランジスターＭ１及び第２トラン
ジスターＭ２がターンオンされる。第２トランジスターＭ２がターンオンされれば１水平
期間の第１期間の間所定の電流ＰＣが画素１４０からデータ線Ｄｍを経由してデータ駆動
回路２００に供給される。
【００５８】
　実際に、所定の電流ＰＣは第１電源ＥＬＶＤＤ、第４トランジスターＭ４、第２トラン
ジスターＭ２及びデータ線Ｄｍを経由してデータ駆動回路２００に供給される。
【００５９】
　データ駆動回路２００は、所定の電流ＰＣがシンクされるとき発生される補償電圧を利
用してデータ信号ＤＳの電圧を再設定し、電圧が再設定されたデータ信号ＤＳを水平期間
の第２期間の間第１トランジスターＭ１を経由して第１ノードＮ１に供給する。すると、
第１キャパシタＣ１及び第２キャパシタＣ２にはデータ信号ＤＳに対応して所定の電圧が
充電される。
【００６０】
　実際に、データ信号ＤＳが供給されれば第１ノードＮ１の電圧が下降する。第２ノード
Ｎ２がフローティングされているから第１ノードＮ１の電圧下降量に対応して第２ノード
Ｎ２の電圧値も下降する。この場合、第２ノードＮ２で下降する電圧値は、第１キャパシ
タＣ１及び第２キャパシタＣ２の容量によって決まる。
【００６１】
　第２ノードＮ２の電圧が下降すると第１キャパシタＣ１には、第２ノードＮ２の電圧値
に対応して所定の電圧が充電される。ここで、第１ノードＮ１の下降電圧は、データ信号
ＤＳによって決まり、これによって第１キャパシタＣ１に充電される電圧もデータ信号Ｄ
Ｓによって決まる。そして、本発明では画素１４０に含まれたトランジスターの移動度な
どが補償されるようにデータ信号ＤＳの電圧を再設定するからトランジスターの移動度な
どのバラつきを補償して画像を表示することができる。
【００６２】
　図６は図２に図示されたデータ駆動回路の一例を表すブロック図である。図６では説明
の便宜性のためにデータ駆動回路２００がｊ（ｊは２以上の自然数）個のチャンネルを持
つと仮定する。
【００６３】
　図６を参照すれば、本発明のデータ駆動回路２００は、シフトレジスター部２１０、サ
ンプリングラッチ部２２０、ホルディングラッチ部２３０、デコーダ２４０、デジタル－
アナログ変換部（以下「ＤＡＣ部」とする）２５０、電圧制御部２６０、第１バッファー
部２７０、電流供給部２８０、選択部２９０、及びガンマ電圧部３００を備える。ここで
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サンプリングラッチ部２２０及びホルディングラッチ部２３０が本発明におけるラッチ部
を構成することになる。
【００６４】
　シフトレジスター部２１０はタイミング制御部１５０からソースシフトクロックＳＳＣ
及びソーススタートパルスＳＳＰの供給を受ける。タイミング制御部１５０からソースシ
フトクロックＳＳＣ及びソーススタートパルスＳＳＰの供給を受けたシフトレジスター部
２１０は、ソースシフトクロックＳＳＣの１周期ごとにソーススタートパルスＳＳＰをシ
フトさせながら順次ｊ個のサンプリング信号を生成する。このために、シフトレジスター
部２１０はｊ個のシフトレジスター２１０１乃至２１０ｊを備える。
【００６５】
　デコーダ２４０はタイミング制御部１５０から供給されるｋ（ｋは自然数）ビットの第
１データＤａｔａ１をｐ（ｐは自然数）ビットの第２データＤａｔａ２に変換する。
【００６６】
　ここで、デコーダ２４０は二進数の加重値を持つように第２データＤａｔａ２を生成す
る。二進数の加重値は、第２データの各ビットが二進数の加重値で増加することを意味す
る。例えば、第２データが「１０１０１」だとすれば、下位ビットから上位ビットに行く
ほど２０、２１、２２、２３、２４、．．．の加重値を持つようになる。
【００６７】
　つまり、ガンマ電圧部３００から生成される階調電圧の中でいずれか一つを選択するた
めにビット値が設定されたｋビットの第１データＤａｔａ１を二進数の加重値を持つよう
に変換してｐビットの第２データＤａｔａ２を生成する。例えば、デコーダ２４０は８ビ
ットの第１データＤａｔａ１を利用して５ビットの第２データＤａｔａ２を生成する。
【００６８】
　このようなデコーダ２４０はサンプリングラッチ部２２０と接続されるように少なくと
も一つ以上設置される。例えば、タイミング制御部１５０から第１データＤａｔａ１が順
次供給されれば、サンプリングラッチ部２２０と接続されるように一つのデコーダ２４０
が設置される。そして、タイミング制御部１５０から赤、緑、及び青に対応する第１デー
タＤａｔａ１が同時に入力される場合、サンプリングラッチ部２２０と接続されるように
三つのデコーダ２４０が設置される。
【００６９】
　サンプリングラッチ部２２０はシフトレジスター部２１０から順次供給されるサンプリ
ング信号に応答して第１データＤａｔａ１及び第２データＤａｔａ２を順次保存する。こ
のために、サンプリングラッチ部２２０はｊ個の第１データＤａｔａ１及びｊ個の第２デ
ータＤａｔａ２を保存するためにｊ個のサンプリングラッチ２２０１乃至２２０ｊを備え
る。
【００７０】
　ここで、それぞれのサンプリングラッチ２２０１乃至２２０ｊは図７に図示されたとこ
ろのようにｋビットの第１データＤａｔａ１及びｐビットの第２データＤａｔａ２を保存
できるようにｋ＋ｐビットの大きさに設定される。
【００７１】
　ホルディングラッチ部２３０はソース出力イネーブルＳＯＥ信号が入力された時にサン
プリングラッチ部２２０から第１データＤａｔａ１及び第２データＤａｔａ２の入力を受
けて保存する。そして、ホルディングラッチ部２３０はソース出力イネーブルＳＯＥ信号
が入力された時に、自分に保存されている第１データＤａｔａ１をＤＡＣ部２５０に供給
すると共に、同じく自分に保存されている第２データＤａｔａ２を電圧制御部２６０に供
給する。
【００７２】
　このために、ホルディングラッチ部２３０はｊ個の第１データＤａｔａ１及びｊ個の第
２データＤａｔａ２を保存するためにｊ個のホルディングラッチ２３０１乃至２３０ｊを
備える。ここで、それぞれのホルディングラッチ２３０１乃至２３０ｊは図７に図示され
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たようにｋビットの第１データＤａｔａ１及びｐビットの第２データＤａｔａ２を保存で
きるようにｋ＋ｐビットの大きさに設定される。
【００７３】
　電流供給部２８０は、１水平期間の第１期間の間データ線Ｄ１乃至Ｄｊに接続された画
素１４０から所定の電流ＰＣを吸い込む（シンクする）。実際に、電流供給部２８０はそ
れぞれの画素１４０に流すことができる最大電流、すなわち、画素１４０を最大輝度に発
光される時に有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給すべき電流をシンクする。そして、電流
供給部２８０は電流がシンクされる時発生される所定の補償電圧を比較部２６０に供給す
る。このために、電流供給部２８０はｊ個の電流シンク器２８０１乃至２８０ｊを備える
。
【００７４】
　ガンマ電圧部３００は、ｋビットの第１データに対応して所定の階調電圧を生成する。
実際に、ガンマ電圧部３００は図９に図示されたように、複数の分圧抵抗Ｒ１乃至Ｒｌで
構成されて２ｋ個の階調電圧を生成する。ガンマ電圧部３００から生成された階調電圧は
、ＤＡＣ２５０１乃至２５０ｊに供給される。
【００７５】
　ＤＡＣ部２５０は、ｊ個のＤＡＣ２５０１乃至２５０ｊを備える。ＤＡＣ２５０１乃至
２５０ｊそれぞれは、ホルディングラッチ部２３０１乃至２３０ｊから供給される第１デ
ータＤａｔａ１のビット値に対応してガンマ電圧部３００から供給される階調電圧の中で
いずれか一つを選択する。選択された電圧はデータ信号ＤＳとしてＤＡＣ部２５０から出
力される。
【００７６】
　電圧制御部２６０は、ｊ個の電圧制御器２６０１乃至２６０ｊを備える。それぞれの電
圧制御器２６０１乃至２６０ｊは、補償電圧、第２データＤａｔａ２、及び第３電源ＶＳ
Ｓの供給を受ける。ここで、第３電源ＶＳＳは、ガンマ電圧部３００の一側端子に供給さ
れる電圧である。補償電圧、第２データＤａｔａ２及び第３電源ＶＳＳの供給を受けた電
圧制御器２６０１乃至２６０ｊは、画素１４０に含まれたトランジスターの移動度などが
補償されるように、ＤＡＣ部２５０から出力されたデータ信号ＤＳの電圧値を制御する。
【００７７】
　第１バッファー部２７０は、電圧制御部２６０によって電圧が制御されたデータ信号Ｄ
Ｓを選択部２９０に供給する。このために、第１バッファー部２７０は、ｊ個の第１バッ
ファー２７０１乃至２７０ｊを備える。
【００７８】
　選択部２９０はデータ線Ｄ１乃至Ｄｊと第１バッファー２７０１乃至２７０ｊの電気的
連結を制御する。実際に、選択部２９０は１水平期間の第２期間の間のみにデータ線Ｄ１
乃至Ｄｊと第１バッファー２７０１乃至２７０ｊを電気的に接続させ、それ以外にはデー
タ線Ｄ１乃至Ｄｊと第１バッファー２７０１乃至２７０ｊを接続させない。このために、
選択部２９０はｊ個のスイッチ手段２９０１乃至２９０ｊを備える。
【００７９】
　ここで、データ駆動回路の他の形態について説明する。
【００８０】
　図８は、本発明のデータ駆動回路の他の形態を示す図面である。このデータ駆動回路２
００は、ホルディングラッチ部２３０の次の段にレベルシフター部３１０をさらに配置し
たものである（第２実施形態）。そのほかの構成は、図６を用いて説明したデータ駆動回
路と同様である。
【００８１】
　レベルシフター部３１０は、ホルディングラッチ部２３０から供給される第１データＤ
ａｔａ１および第２データＤａｔａ２の電圧レベルを上昇させてＤＡＣ部２５０及び電圧
制御部２６０に供給する。
【００８２】
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　外部システムからデータ駆動回路２００に高い電圧レベルを持つ第１データＤａｔａ１
が供給されれば電圧レベルに対応させて高い耐圧を持つ回路部品が設置されなければなら
ないから製造コストが増加される。このため、データ駆動回路２００の外部では低い電圧
レベルを持つ第１データＤａｔａ１を供給できるようにする一方、この低い電圧レベルを
持つ第１データＤａｔａ１をレベルシフター部３１０で高い電圧レベルに昇圧させるよう
にしたものである。
【００８３】
　図９は図６に図示されたガンマ電圧部、ＤＡＣ、電圧制御器、スイッチ手段、電流シン
ク器及び画素の連結関係を表す図面である。図９では説明の便宜性のためにｊ番目チャン
ネルを図示して、データ線Ｄｊが図３に図示された画素１４０と接続されると仮定する。
【００８４】
　図９を参照すれば、ガンマ電圧部３００は複数の分圧抵抗Ｒ１乃至Ｒｌを備える。分圧
抵抗Ｒ１乃至Ｒｌは基準電源Ｖｒｅｆと第３電源ＶＳＳの間に位置されて電圧を分圧する
。実際に、分圧抵抗Ｒ１乃至Ｒｌは基準電源Ｖｒｅｆと第３電源ＶＳＳの間の電圧を分圧
して複数の階調電圧Ｖ０乃至Ｖ２Ｋ－１を生成し、生成された階調電圧Ｖ０乃至Ｖ２Ｋ－

１をＤＡＣ２５０ｊに供給する。
【００８５】
　そして、ガンマ電圧部３００は第３電源ＶＳＳの電圧を第３バッファー３０１を経由し
て電圧制御器２６０ｊに供給する。
【００８６】
　ＤＡＣ２５０ｊは、第１データＤａｔａ１のビット値に対応して階調電圧Ｖ０乃至Ｖ２
Ｋ－１の中でいずれか一つの電圧を選択して、データ信号ＤＳとして出力される。出力さ
れたデータ信号ＤＳは第１バッファー２７０ｊに供給される。
【００８７】
　ここで、ＤＡＣ２５０ｊと第１バッファー２７０ｊの間には第３制御信号ＣＳ３（図１
０参照）によって制御される第４１トランジスターＭ４１が設置されている。
【００８８】
　すなわち、第４１トランジスターＭ４１は水平期間の第１期間中、一部期間の間ターン
オンされてＤＡＣ２５０ｊから供給されるデータ信号ＤＳを第１バッファー２７０ｊに供
給する。実際に、第３制御信号ＣＳ３は第２制御信号ＣＳ２より遅く上昇し、第２制御信
号ＣＳ２と同一時点で下降される。
【００８９】
　電流シンク器２８０ｊは、第２制御信号ＣＳ２によって制御される第１２トランジスタ
ーＭ１２及び第１３トランジスターＭ１３と、第１３トランジスターＭ１３の第１電極に
接続される電流源Ｉｍａｘと、第３ノードＮ３と基底電圧源ＧＮＤの間に接続される第３
キャパシタＣ３と、第３ノードＮ３と電圧制御器２６０ｊの間に接続される第２バッファ
ー２８１を備える。
【００９０】
　第１２トランジスターＭ１２のゲート電極は、第１３トランジスターＭ１３のゲート電
極に接続され、第２電極は第１３トランジスターＭ１３の第２電極とデータ線Ｄｊに接続
される。そして、第１２トランジスターＭ１２の第１電極は第２バッファー２８１に接続
される。このような第１２トランジスターＭ１２は第２制御信号ＣＳ２によって１水平期
間１Ｈの第１期間の間ターンオンされて第２期間の間ターンオフされる。
【００９１】
　第１３トランジスターＭ１３のゲート電極は、第１２トランジスターＭ１２のゲート電
極に接続され、第２電極はデータ線Ｄｊに接続される。そして、第１３トランジスターＭ
１３の第１電極は電流源Ｉｍａｘに接続される。このような第１３トランジスターＭ１３
は第２制御信号ＣＳ２によって１水平期間１Ｈの第１期間の間ターンオンされて第２期間
の間ターンオフされる。
【００９２】



(16) JP 4890917 B2 2012.3.7

10

20

30

40

50

　電流源Ｉｍａｘは、画素１４０が最大輝度に発光される時、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄに供給されるべき電流を第１２トランジスターＭ１２及び第１３トランジスターＭ１３
がターンオンされる第１期間の間画素１４０から供給を受ける（Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｓｉｎ
ｋ）。つまり、電流源Ｉｍａｘから電流をシンク（Ｓｉｎｋ、吸い込むとき）することに
なれば、電流は第１３トランジスターを経由してＩｍａｘに供給される。ここで、第１２
トランジスターがターンオンため、シンクされる電流に対応して第３ノードに所定の補償
電圧が印加される。すなわち、シンクされる電流に対応される電圧が第３ノードに印加さ
れることになる。
【００９３】
　第３キャパシタＣ３は、電流源Ｉｍａｘによって画素１４０から電流がシンクされる時
、第３ノードＮ３に印加される補償電圧を保存する。つまり、第３キャパシタＣ３は第１
期間の間第３ノードＮ３に印加される補償電圧を充電し、第１２トランジスターＭ１２及
び第１３トランジスターＭ１３がターンオフされると、第３キャパシタＣ３は放電して、
第３ノードＮ３の電圧を一定に維持する。このように一定に維持された電圧（Ｎ３に現れ
ている電圧）を補償電圧と称している。
【００９４】
　補償電圧は第２バッファー２８１に供給されてそこから第３ノードＮ３に印加された補
償電圧が電圧制御器２６０ｊに供給される。したがって、電圧制御器２６０ｊへは、第１
２トランジスターＭ１２及び第１３トランジスターＭ１３のオン／オフにかかわらず常に
補償電圧が供給されることになる。
【００９５】
　電圧制御器２６０ｊは、補償電圧、第２データＤａｔａ２及び第３電源ＶＳＳの電圧の
供給を受けてデータ信号ＤＳの電圧値を制御する。以後、説明の便宜性のために第２デー
タＤａｔａ２が５ビット（すなわち、ｐ＝５）に設定されると仮定する。
【００９６】
　電圧制御器２６０ｊは第４１トランジスターＭ４１と第１バッファー２７０ｊの間のラ
インと接続される５個（すなわち、ｐ個）の第４キャパシタＣ、２Ｃ、４Ｃ、８Ｃ、１６
Ｃと、第４キャパシタＣ、２Ｃ、４Ｃ、８Ｃ、１６Ｃと第３バッファー３０１の間に接続
される第３１トランジスターＭ３１、第３２トランジスターＭ３２、第３３トランジスタ
ーＭ３３、第３４トランジスターＭ３４及び第３５トランジスターＭ３５と、第４キャパ
シタＣ、２Ｃ、４Ｃ、８Ｃ、１６Ｃと第２バッファー２８１の間に接続される第２１トラ
ンジスターＭ２１、第２２トランジスターＭ２２、第２３トランジスターＭ２３、第２４
トランジスターＭ２４及び第２５トランジスターＭ２５を備える。
【００９７】
　そして、電圧制御器２６０ｊは第３１乃至第３５トランジスターＭ３１乃至Ｍ３５のゲ
ート端子及び第２１乃至第２５トランジスターＭ２１乃至Ｍ２５のゲート端子と基底電圧
源ＧＮＤの間に接続される第５１トランジスターＭ５１、第５２トランジスターＭ５２、
第５３トランジスターＭ５３、第５４トランジスターＭ５４及び第５５トランジスターＭ
５５と、第２データＤａｔａ２のビット数に対応して設置されて第２データＤａｔａ２の
ビット値を第２１トランジスターＭ２１、第２２トランジスターＭ２２、第２３トランジ
スターＭ２３、第２４トランジスターＭ２４及び第２５トランジスターＭ２５のゲート端
子に供給する第６１トランジスターＭ６１、第６２トランジスターＭ６２、第６３トラン
ジスターＭ６３、第６４トランジスターＭ６４及び第６５トランジスターＭ６５を備える
。
【００９８】
　第４キャパシタＣ、２Ｃ、４Ｃ、８Ｃ、１６Ｃそれぞれは互いに違う容量値に設定され
る。実際に、第４キャパシタＣ、２Ｃ、４Ｃ、８Ｃ、１６Ｃ容量は、２０、２１、２２、
２３、２４のように二進数の加重値形態に増加される。すなわち、第４キャパシタＣ、２
Ｃ、４Ｃ、８Ｃ、１６Ｃは第２データＤａｔａ２の加重値に対応して設定される。
【００９９】
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　第５１トランジスターＭ５１は第２１トランジスターＭ２１及び第３５トランジスター
Ｍ３５のゲート端子に接続される。第５２トランジスターＭ５２は第２２トランジスター
Ｍ２２及び第３４トランジスターＭ３４のゲート端子に接続される。第５３トランジスタ
ーＭ５３は第２３トランジスターＭ２３及び第３３トランジスターＭ３３のゲート端子に
接続される。第５４トランジスターＭ５４は第２４トランジスターＭ２４及び第３２トラ
ンジスターＭ３２のゲート端子に接続される。第５５トランジスターＭ５５は第２５トラ
ンジスターＭ２５及び第３１トランジスターＭ３１のゲート端子に接続される。
【０１００】
　このような第５１乃至５５トランジスターＭ５１乃至Ｍ５５は図１０に図示された第４
制御信号ＣＳ４によって水平期間の第１期間の間ターンオンされ、第２期間の間ターン－
オフされる。このために、第５１乃至５５トランジスターＭ５１乃至Ｍ５５はＮＭＯＳで
形成される。
【０１０１】
　第３１乃至第３５トランジスターＭ３１乃至Ｍ３５それぞれは第４キャパシタＣ、２Ｃ
、４Ｃ、８Ｃ、１６Ｃの中でいずれか一つと第３バッファー３０１の間に設置される。こ
のような第３１乃至第３５トランジスターＭ３１乃至Ｍ３５は、第５１乃至５５トランジ
スターＭ５１乃至Ｍ５５がターンオンされる第１期間の間ターンオンされて第３電源ＶＳ
Ｓの電圧を第４キャパシタＣ、２Ｃ、４Ｃ、８Ｃ、１６Ｃの一側端子に供給する。このた
めに、第３１乃至第３５トランジスターＭ３１乃至Ｍ３５は第５１乃至５５トランジスタ
ーＭ５１乃至Ｍ５５と違う導電型であるＰＭＯＳで形成される。
【０１０２】
　第６１トランジスターＭ６１は第２データＤａｔａ２の一番低い加重値を持つビットの
供給を受けて第２５トランジスターＭ２５に供給する。この時、一番低い加重値を持つビ
ットが「１」の値を持つ場合、第２５トランジスターＭ２５がターンオンされ、「０」の
値を持つ場合第２５トランジスターＭ２５はターンオフされる。第６２トランジスターＭ
６２は第２データＤａｔａ２で二番目に低い加重値を持つビットの供給を受けて第２４ト
ランジスターＭ２４に供給する。第６３トランジスターＭ６３は第２データＤａｔａ２で
三番目に低い加重値を持つビットの供給を受けて第２３トランジスターＭ２３に供給する
。第６４トランジスターＭ６４は第２データＤａｔａ２で四番目に低い加重値を持つビッ
トの供給を受けて第２２トランジスターＭ２２に供給する。第６５トランジスターＭ６５
は第２データＤａｔａ２で一番高い加重値を持つビットの供給を受けて第２１トランジス
ターＭ２１に供給する。
【０１０３】
　このような第６１乃至第６５トランジスターＭ６１乃至Ｍ６５は、ＰＭＯＳで形成され
て第４制御信号ＣＳ４によって制御される。すなわち、第６１乃至第６５トランジスター
Ｍ６１乃至Ｍ６５は第１期間の間ターンオフされて、第２期間の間ターンオンされる。
【０１０４】
　第２１乃至第２５トランジスターＭ２１乃至Ｍ２５それぞれは、第４キャパシタＣ、２
Ｃ、４Ｃ、８Ｃ、１６Ｃの中でいずれか一つと第２バッファー２８１の間にＮＭＯＳ導電
型で設置される。このような第２１乃至第２５トランジスターＭ２１乃至Ｍ２５それぞれ
は、自分に「１」に対応されるビットが供給される時ターンオンされて第４キャパシタＣ
、２Ｃ、４Ｃ、８Ｃ、１６Ｃの一側端子で補償電圧を供給する。
【０１０５】
　一方、第４キャパシタＣ、２Ｃ、４Ｃ、８Ｃ、１６Ｃの中少なくとも一つの一側端子に
補償電圧が印加されれば第４１トランジスターＭ４１と第１バッファー２７０ｊの間のラ
インに印加されたデータ信号ＤＳの電圧値が増加または減少される（実際に、データ信号
ＤＳの電圧値の増加または減少は補償電圧の電圧値によって決まる）。ここで、データ信
号ＤＳの電圧値が補償電圧によって制御されるから画素１４０に含まれたトランジスター
の移動度が補償されるようにデータ信号ＤＳの電圧値が制御され、これによって画素部１
３０で均一な画像を表示することができる。つまり、本発明のデータ駆動回路２００は移
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動度などによって決まった補償電圧を利用してデータ信号ＤＳの電圧値を制御するからト
ランジスターの移動度のバラつき現象を補償することができる。
【０１０６】
　第１バッファー２７０ｊは第４１トランジスターＭ４１と第１バッファー２７０ｊの間
のラインに印加されたデータ信号ＤＳをスイッチ手段２９０ｊに伝達する。スイッチ手段
２９０ｊは第１１トランジスターＭ１１を備える。このような第１１トランジスターＭ１
１は図１０に図示された第１制御信号ＣＳ１によって制御される。すなわち、第１１トラ
ンジスターＭ１１は１水平期間１Ｈの第２期間の間ターンオンされて第１期間の間ターン
オフされる。したがって、データ信号ＤＳは１水平期間１Ｈ中第２期間の間データ線Ｄｊ
に供給され、それ以外の期間の間には供給されない。
【０１０７】
　図１０は、図９に図示されたスイッチ手段、電流シンク器、第４１トランジスターおよ
び電圧制御器２６０ｊに供給される駆動波形を表す図面である。
【０１０８】
　図９及び図１０を結付して画素１４０に供給されるデータ信号ＤＳの電圧制御過程を詳
しく説明する。
【０１０９】
　まず、第ｎ－１走査線Ｓｎ－１に走査信号が供給される。第ｎ－１走査線Ｓｎ－１に走
査信号が供給されれば、第３トランジスターＭ３及び第５トランジスターＭ５がターンオ
ンされる。すると、第２ノードＮ２には第１電源ＥＬＶＤＤから第４トランジスターＭ４
の閾値電圧を差し引いた電圧値が印加され、第１ノードＮ１には基準電源Ｖｒｅｆの電圧
が印加される。この時、第２キャパシタＣ２には第１電源ＥＬＶＤＤの電圧降下電圧及び
第４トランジスターＭ４の閾値電圧に対応さ
　実際に、第１ノードＮ１及び第２ノードＮ２それぞれに印加される電圧は、下記（数１
）式のように表現することができる。
【０１１０】
【数１】

【０１１１】
　（数１）式で、ＶＮ１は第１ノードＮ１に印加される電圧、ＶＮ２は第２ノードＮ２に
印加される電圧、ＶｔｈＭ４は第４トランジスターＭ４の閾値電圧を表す。
【０１１２】
　一方、第ｎ－１走査線Ｓｎ－１に供給される走査信号がオフされる時点と第ｎ走査線Ｓ
ｎに走査信号が供給される時点の間の期間の間第１ノードＮ１及び第２ノードＮ２は、フ
ローティング状態に設定される。したがって、第２キャパシタＣ２に充電される電圧値は
変化されない。
【０１１３】
　以後、第ｎ走査線Ｓｎに走査信号が供給されて第１トランジスターＭ１及び第２トラン
ジスターＭ２がターンオンされる。そして、第ｎ走査線Ｓｎに走査信号が供給される期間
中第１期間の間第１２トランジスターＭ１２及び第１３トランジスターＭ１３がターンオ
ンされる。第１２トランジスターＭ１２及び第１３トランジスターＭ１３がターンオンさ
れれば第１電源ＥＬＶＤＤ、第４トランジスターＭ４、第２トランジスターＭ２、データ
線Ｄｊ及び第１３トランジスターＭ１３を経由して電流源Ｉｍａｘに対応される電流がシ
ンクされる。
【０１１４】
　この時、第４トランジスターＭ４には電流源Ｉｍａｘの電流が流れるから（数２）式の
ように表現することができる。
【０１１５】



(19) JP 4890917 B2 2012.3.7

10

20

30

40

50

【数２】

【０１１６】
　（数２）式で、ｕは移動度を表し、Ｃｏｘは酸化層の容量、Ｗはチャンネルの幅、Ｌは
チャンネルの長さを表す。
【０１１７】
　（数２）式のような電流が第４トランジスターＭ４に流れる時第２ノードＮ２に印加さ
れる電圧は（数３）式のように表現することができる。
【０１１８】
【数３】

【０１１９】
　そして、第２キャパシタＣ２のカップリングによって第１ノードＮ１に印加される電圧
は、（数４）式のように表現することができる。
【０１２０】

【数４】

【０１２１】
　ここで、第１ノードＮ１に印加される電圧ＶＮ１は、理想的に第３ノードＮ３に印加さ
れる電圧ＶＮ３及び第４ノードＮ４に印加される電圧ＶＮ３と同じく設定される。すなわ
ち、電流源Ｉｍａｘによって電流がシンクされる時第４ノードＮ４には（数４）のような
電圧が印加される。
【０１２２】
　一方、（数４）式に図示されたように第３ノードＮ３及び第４ノードＮ４に印加される
電圧は、現在電流がシンクされる画素１４０に含まれたトランジスターの移動度などの影
響を受けるようになる。したがって、電流源Ｉｍａｘによって電流がシンクされる時第３
ノードＮ３に印加される電圧値は、それぞれの画素１４０９ごとに相異なるように決まる
（移動度が相異なる場合）。
【０１２３】
　一方、水平期間の第１期間中ＤＡＣ２５０ｊでは、第１データＤａｔａ１に対応してｆ
（ｆは自然数）個の階調電圧の中、ｈ（ｈはｆ以下の自然数）番目階調電圧を選択する。
そして、ＤＡＣ２５０ｊは第４１トランジスターＭ４１がターンオンされる期間の間選択
された階調電圧をデータ信号ＤＳとして第４１トランジスターＭ４１と第１バッファー２
７０ｊの間のラインに供給する。
【０１２４】
　ここで、第４１トランジスターＭ４１と第１バッファー２７０ｊの間のラインの間の電
圧ＶＬは、（数５）式のように表現することができる。
【０１２５】
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【０１２６】
　一方、第４制御信号ＣＳ４によって水平期間の第１期間の間第５１トランジスターＭ５
１乃至第５５トランジスターＭ５５がターンオンされて基底電圧源ＧＮＤの電圧が第３１
トランジスターＭ３１乃至第３５トランジスターＭ３５のゲート電極に供給される。する
と、第３１トランジスターＭ３１乃至第３５トランジスターＭ３５がターンオンされて第
４キャパシタＣ、２Ｃ、４Ｃ、８Ｃ、１６Ｃの一側端子が第３電源ＶＳＳの電圧値に設定
される。
【０１２７】
　一方、第５１トランジスターＭ５１乃至第５５トランジスターＭ５５は基底電圧源ＧＮ
ＤのみならずＰＭＯＳである３１トランジスターＭ３１乃至第３５トランジスターＭ３５
がターンオンされる電圧と接続されうる。
【０１２８】
　そして、第３電源ＶＳＳの電圧値は基準電源Ｖｒｅｆの電圧値より低い電圧、例えば、
画素部１３０に含まれた画素１４０から生成される補償電圧の平均電圧に設定されうる。
【０１２９】
　第４キャパシタＣ、２Ｃ、４Ｃ、８Ｃ、１６Ｃの一側端子が第３電源ＶＳＳの電圧値に
設定された後、水平期間の第２期間の間第６１トランジスターＭ６１乃至第６５トランジ
スターＭ６５がターンオンされる。第６１トランジスターＭ６１乃至第６５トランジスタ
ーＭ６５がターンオンされると第２データＤａｔａ２の各ビットが第２１トランジスター
Ｍ２１、第２２トランジスターＭ２２、第２３トランジスターＭ２３、第２４トランジス
ターＭ２４及び第２５トランジスターＭ２５に供給される。
【０１３０】
　例えば、第２データＤａｔａ２のビットが「０００１１」に設定されると第６１トラン
ジスターＭ６１乃至第６５トランジスターＭ６５がターンオンされる第２期間の間第２４
トランジスター及び第２５トランジスターＭ２５がターンオンされる。すると、一番目第
４キャパシタＣ及び二番目第４キャパシタ２Ｃの一側端子に補償電圧が印加される。この
場合、一番目第４キャパシタＣ及び二番目第４キャパシタ２Ｃの一側端子に補償電圧が印
加されるので（数６）式のように表現することができる。
【０１３１】
【数６】

【０１３２】
　ここで、第２データＤａｔａ２は、第１データＤａｔａ１の加重値を変更して生成され
るから（数６）式の値はおおよそｈ／ｆに表現することができる。
【０１３３】
　一方、数式第４キャパシタＣ、２Ｃ、４Ｃ、８Ｃ、１６Ｃの中、少なくとも一つに補償
電圧が印加されれば、第４１トランジスターＭ４１と第１バッファー２７０の間のライン
の間の電圧ＶＬは（数７）式のように表現することができる。
【０１３４】
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【数７】

【０１３５】
　（数７）式のような電圧は、第１バッファー２７０ｊを経由して第１１トランジスター
Ｍ１１に供給される。ここで、第２期間の間第１１トランジスターＭ１１がターンオンさ
れるため、第１バッファー２７０ｊに供給された電圧は、第１１トランジスターＭ１１、
データ線Ｄｊ及び第１トランジスターＭ１を経由して第１ノードＮ１に供給される。
【０１３６】
　すなわち、第１ノードＮ１には数式７のような電圧が供給される。そして、第２キャパ
シタＣ２のカップリングによって第２ノードＮ２に印加される電圧は（数８）式のように
表現することができる。
【０１３７】

【数８】

【０１３８】
　この時、第４トランジスターＭ４を経由して流れる電流は、（数９）式のように表すこ
とができる。
【０１３９】
【数９】

【０１４０】
　（数９）式を参照すれば、本発明で第４トランジスターＭ４に流れる電流は、データ信
号ＤＳによって決まる。すなわち、本発明では第４トランジスターＭ４の閾値電圧、移動
度などと無関係にデータ信号ＤＳによって決まった電流が第４トランジスターＭ４に流れ
ることができ、これによって均一な画像を表示することができる。
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【０１４１】
　一方、本発明でスイッチ手段２９０ｊの構成は多様に設定することができる。例えば、
スイッチ手段２９０ｊは、図１１のように第１１トランジスターＭ１１及び第１４トラン
ジスターＭ１４をトランスミッションゲート（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｇａｔｅ）形
態で接続することができる。ＰＭＯＳタイプに形成された第１４トランジスターＭ１４は
、第２制御信号ＣＳ２の供給を受け、ＮＭＯＳタイプに形成された第１１トランジスター
Ｍ１１は、第１制御信号ＣＳ１の供給を受ける。ここで、第１制御信号ＣＳ１及び第２制
御信号ＣＳ２は、互いに反対の極性を持つから第１１トランジスターＭ１１及び第１４ト
ランジスターＭ１４は同じ時間にターンオン及びターンオフされる。
【０１４２】
　一方、第１１トランジスターＭ１１及び第１４トランジスターＭ１４がトランスミッシ
ョンゲート形態で接続されれば、電圧－電流特性曲線がおおよそ直線形態に設定されるか
らスイッチングエラーを最小化することができる。
【０１４３】
　図１２は、図６に図示されたガンマ電圧部、ＤＡＣ、デコーダ、電圧制御器、スイッチ
手段、電流シンク器及び画素連結関係の他の例を表す図面である。図１２では説明の便宜
性のためにｊ番目チャンネルを図示し、データ線Ｄｊが図５に図示された画素１４０と接
続されると仮定する。
【０１４４】
　図１０及び図１２を参照して動作過程を説明すれば、まず、第ｎ－１走査線Ｓｎ－１で
走査信号が供給される時第１ノードＮ１及び第２ノードＮ２には数式１に記載された電圧
が印加される。
【０１４５】
　そして、第ｎ走査線Ｓｎに走査信号が供給され、第１２トランジスターＭ１２及び第１
３トランジスターＭ１３がターンオンされる第１期間の間第４トランジスターＭ４に流れ
る電流は、（数２）式のように表現され、第２ノードＮ２に印加される電圧は（数３）式
のように表現される。
【０１４６】
　そして、第２キャパシタＣ２のカップリングによって第１ノードＮ１に印加される電圧
は（数１０）式のように表現することができる。
【０１４７】
【数１０】

【０１４８】
　一方、水平期間の第１期間中ＤＡＣ２５０ｊでは、第１データＤａｔａ１に対応してｆ
（ｆは自然数）個の階調電圧の中、ｈ（ｈはｆ以下の自然数）番目階調電圧を選択する。
そして、ＤＡＣ２５０ｊは第４１トランジスターＭ４１がターンオンされる期間の間選択
された階調電圧をデータ信号ＤＳとして第４１トランジスターＭ４１と第１バッファー２
７０の間のラインに（数５）式のような電圧を印加する。
【０１４９】
　一方、水平期間の第１期間の間には第５１乃至第５５トランジスターＭ５１乃至Ｍ５５
がターンオンされ、これによって第３１乃至第３５トランジスターＭ３１乃至Ｍ３５がタ
ーンオンされる。すると、第１期間の間第４キャパシタＣ、２Ｃ、４Ｃ、８Ｃ、１６Ｃの
一側端子には第３電源ＶＳＳの電圧が印加される。
【０１５０】
　そして、水平期間の第２期間の間第６１乃至第６５トランジスターＭ６１乃至Ｍ６５が
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ターンオンされる。第６１乃至第６５トランジスターＭ６１乃至Ｍ６５がターンオンされ
ると第２データＤａｔａ２のビット値に対応して第２１トランジスターＭ２１、第２２ト
ランジスターＭ２２、第２３トランジスターＭ２３、第２４トランジスターＭ２４及び第
２５トランジスターＭ２５がターンオンまたはターンオフされる。この時、第４１トラン
ジスターＭ４１と第１バッファー２７０の間のラインの間の電圧ＶＬは（数１１）式のよ
うに表現することができる。
【０１５１】
【数１１】

【０１５２】
　（数１１）式のような電圧は、第１バッファー２７０ｊを経由して第１１トランジスタ
ーＭ１１に供給される。ここで、第２期間の間第１１トランジスターＭ１１がターンオン
されるため、第１バッファー２７０ｊに供給された電圧は、第１１トランジスターＭ１１
、データ線Ｄｊ及び第１トランジスターＭ１を経由して第１ノードＮ１に供給される。す
なわち、第１ノードＮ１には（数１１）式のような電圧が供給される。
【０１５３】
　そして、第２キャパシタＣ２のカップリングによって第２ノードＮ２に印加される電圧
は（数８）式のように表現することができる。したがって、第４トランジスターＭ４を経
由して流れる電流は（数９）式のように表すことができる。すなわち、本発明で第４トラ
ンジスターＭ４を経由して発光素子ＯＬＥＤに供給される電流は、第４トランジスターＭ
４の閾値電圧、移動度などと無関係にデータ信号ＤＳによって決まるから均一な画像を表
示することができる。
【０１５４】
　一方、図５に図示されたような画素１４０は、第１ノードＮ１の電圧が大きく変わって
も第２ノードＮ２の電圧が鈍感に変化される（すなわち、Ｃ１＋Ｃ２／Ｃ２）。したがっ
て、図５に図示された画素１４０が適用されれば、図３に図示された画素１４０が適用さ
れる場合よりガンマ電圧部３００の電圧範囲を広く設定することができる。このように、
ガンマ電圧部３００の電圧範囲が広く設定されれば第１１トランジスターＭ１１及び第１
トランジスターＭ１などのスイッチングエラーによる影響を減らすことができるという長
所がある。
【０１５５】
　本発明は添付された図面に図示された実施形態を参照して説明されたが、これは例示的
なものに過ぎず、当該技術分野における通常の知識を有する者であれば、多様な変形及び
均等な他の実施形態が可能であるということを理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１５６】
【図１】従来の発光表示装置を表す図面である。
【図２】本発明の実施形態による発光表示装置を表す図面である。
【図３】図２に図示された画素の一例を表す回路図である。
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【図４】図３に図示された画素の駆動方法を表す波形図である。
【図５】図２に図示された画素の他の例を表す回路図である。
【図６】図２に図示されたデータ駆動回路の第１実施形態を表すブロック図である。
【図７】図２に図示されたデータ駆動回路の第２実施形態を表すブロック図である。
【図８】図２に図示されたデータ駆動回路の第２実施形態を表すブロック図である。
【図９】図６に図示されたガンマ電圧部、デジタル－アナログ変換器、スイッチ手段、電
圧制御器、電流シンク器及び画素の連結関係を表す図面である。
【図１０】図９に図示された制御信号の駆動波形を表す波形図である。
【図１１】図９に図示されたスイッチ手段の他の例を表す図面である。
【図１２】図６に図示されたガンマ電圧部、デジタル－アナログ変換器、スイッチ手段、
電圧制御器、電流シンク器及び画素連結関係の他の例を表す図面である。
【符号の説明】
【０１５７】
１１０…走査駆動部、
１２０…データ駆動部、
１３０…画素部、
１４０…画素、
１４２…画素回路、
１５０…タイミング制御部、
２００…データ駆動回路、
２１０…シフトレジスター部、
２２０…サンプリングラッチ部、
２３０…ホルディングラッチ部、
２４０…デコーダ、
２５０…デジタル－アナログ変換部、
２６０…電圧制御部、
２７０…バッファー部、
２８０…電流供給部、
２９０…選択部、
３００…ガンマ電圧部、
３１０…レベルシフター部。
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